
総合目録の現状について

教育センターに協力いただいている総合目録は、現在鋭意作成中とのことです。まだＨＰに記載されて

いませんが、試験的に資料の検索をすることが可能です。是非お試しください。
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平成 23 年度年間団体サポート契約に伴う各校負担金について

12 月の研究・研修大会で配付した同意書の提出期限は平成 23 年 2 月 28 日（月）

となっています。未提出の学校がありましたら、早急に図書館部会事務局へ提出してください。

また、負担金の支払期限は平成 23 年 5 月 31 日（火）となっていますので、皐月Ⅱ使用校

は期限内の支払いにご協力をお願いします。

なお、定期異動となられた場合は、必ず後任者への引継事項に追加されるよう、よろしくお願いします。

① http://opac.higo.ed.jp/opac/

へアクセスすると、画面が表示されます。

②「リアル鬼ごっこ」で検索すると、書名一覧

が表示されます。

③一覧から特定の書名をク

リックすると、書誌が表示

されます。

④「所蔵館情報を表示する」を

クリックすると、学校ＩＤと

地区名が表示されます。



２ 「読み込み違反」が起きたら

〈質問〉

貸出・返却画面で操作していたら、「読

み込み違反がおきました」とのエラーメ

ッセージが出てしまいました。

〈回答〉

現在のところ、数校でこの現象が発生しています

が、どの操作の際に発生しているかは不明です。

とりあえずの対処法としては、まずは皐月Ⅱを再

起動させてみます。画面全体がフリーズしている場

合はＰＣを強制終了・再起動でエラーメッセージが

解消されます。

今後、このメッセージが表示された場合は、直前

までの詳しい操作内容についてお尋ねすることがあ

ると思われますので、極力記録を残されるようご協

力をお願いします。

１ 図書の貸出について

〈質問〉

貸出画面で誤って利用者バーコードを

連続してスキャンしたら、何故か覚えの

ない図書が貸出になっていました。

〈回答〉

例えば、貸出画面の「利用者の指定」で

「a135000000421a」という利用者バーコードをス

キャンすると、図のようにチェックデジットが入

り、「1350000004210」と読み込みます。「資料の指

定」で誤ってこの利用者バーコードをスキャンする

と、該当する資料番号があれば今度はチェックデジ

ットなしの状態の資料と認識してしまいます。

対策としては、とにかく「画面を確認しながら

スキャンする」しかありません。

生徒たちに貸出・返却の作業をさせる場合は、特

に確認を怠らないよう指導する必要があります。

＊チェックデジットが記号（「＄」など）の場合

はこの現象は起こりません。

チェックデジット「0」が

追加され、13 桁に

13 桁のため該当する

資料番号と認識

新しいパソコンに乗り換える方へ！

日々のバックアップと環境パッケージと CD があれば、パソコンの乗り換えも増設も大丈

夫！といわれていますが、いざとなると不安があると思われます。そんな方への細かな手順

書を用意いたします。ウィンドウズ 7やウィンドウズビスタに変更される方はファイアーバード

2.1 や皐月Ⅱをインストールする時の注意点がいくつかありますので、お近くの情報化委員

に前もってご連絡ください。

乗り換え予定のない方も、現在お使いのパソコンはいつ起動しなくなるかわかりません。

日々のバックアップと環境パッケージをＵＳＢメモリ等の外部機器に必ず保存ください。



年度更新の注意点

早いものでもうすぐ年度末・新年度となります。毎年のことですが、各種統計資料の作成や、異動に備

えての引継書作成等、様々な業務が集中します。皐月Ⅱにおいては、「年度更新」が最大の山場となるか

と思われます。ご存知の方も多いと思いますが、年度更新の際は以下の点にご注意ください。

＊ 【「皐月Ⅱ」年度更新について】（２００９年３月改訂 情報化委員会）という資料がお手元に

ありますか？→年度更新に関してわかりやすくまとめてあります。欲しい方は天草高校、秋田

(akita-r@mail.bears.ed.jp) までご連絡ください。メールにて送付します。

＊ 貸出統計など各種統計を取ってから行いましょう。

＊ 利用停止にしている転退学者の処理をしましょう。

＊ バックアップを取ってから行いましょう。

＊ ４月になり、各クラスが完全に確定してから行う方が無難です。

＊ マニュアルをしっかり読みながら進めてください。

＊ 対処できないトラブルがあった場合でも、個別で契約されていない学校は、直接、ナトーコンピュー

タに連絡されないでください。まずは地区担当の情報化委員までご連絡ください。

自分自身も、会員様も団体年間サポートがあってよかったのではないかと感じていま

す。年間保守に未加入の会員様は、おそらく不明な点は不明なまま過ごされていたので

しょう。 実際、分からないまま運用を続けてしまい、データの不備を招いてしまいスポ

ット保守を依頼された学校様もあります。すごく些細な事でも、大きな問題として膨ら

んでいくこともあります。 問い合わせの傾向は、運用の説明であったり、接続やネット

ワーク関係の問題であったりと幅広い分野でした。

今後のお願いとしましては、例えばエラーが表示された場合では、「どの画面をどのよ

うに操作した時にエラーが表示されたか」など細かい情報を提供して頂ければと思いま

す。一度社内で再現させないと、データの問題なのかプログラムの問題なのか判断が出

来ず、回答までに時間がかかります。これから、臨採の方も増えると思います。まず、

各学校の司書の方が自分の図書館の環境の構成を把握する事、そして、図書システムが

どういう形で運用されているかを把握することが大切と思います。

情報化委員会通信は、皐月Ⅱに関する大切な情報を載せています。

必ず、学校単位で確実に保管してください。

今年度の情報化委員会のおもな活動

・ 年間サポートの各地区の窓口、ナトーコンピュータとの連携

・ 皐月Ⅱの機能改善(バックアップ、環境パッケージ等)の各地区での研修会

・ 平成２３年度の年間サポートに関して、関係各所との折衝

・ 情報化委員会通信の発行

・ バージョンアップについての検討

・ 総合目録についての働きかけ
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